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Abstract

Thepreservationofgoodenvironmentsofvillage-mountsiscloselyassociatedwith

localLawssuchastheInagawaTownfundamentalenvironmentplan .Inaddition,a

symposiumconcerningthefunctionofvillage-mountshasbeenheld,whichstimulated

theenlightenmentofcitizensintermsofwildanimalsinhabitingtheregion ,suchas

wildboar,andthesourceoftimber.AuniquebylawofKobecity ,whichprohibitsthe

feedingofwildboarstopreventharmfulincidentsinthecityarea ,hasbeendiscussed.

Ontheotherhand,therearespecialtraditionalfoodsintheInagawatownarea ,the

pickledradish,"Bettaraduke",piledwithstripedbambooleaves,ricecakewrapped

withstripedbambooleaves,"Sasaokowa",andthewildboarmeatdish ,"Botannabe".

Thepreservationofspecialtraditionalfoodsandprotectionofthewildlifeinvillage-

mountsshouldbeestablishedonthebasisofsuitablewildlifemanagementandadeep

understandingbythecitizensofthewildlifeinhabitingtheregion .

*FacultyofSocio-Culture,OtemaeUniversity
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里山の恵み

里山の恵み

猪名川流域の食文化(3)

水 原 道 子 島 崎 千江子

野 波 侑 里*溝 口 正*

は しが き

里山の存在 は、 ここ猪名川流域に限 らず、世界に誇 る日本の財産 である。私たちは、里

山が環境保全 に大 き く寄与 してい ることを、あま りに身近 なために気づかずに遣 り過 ごし

ている。里山は、 多様 な生命が息づ く環境 である。森林、草木、こけ類、河川の生物等、

あ るが ままの 自然、そこに人々の生活があ り、漁労、狩猟や作物栽培が営 まれる。この よ

うな里山のなか最近、癒 し育む特徴的 な存在 として棚 田が見直 されてい る。山あいの棚 田

での作業は単 なる作物栽培の喜 びに留 まらず棚 田特有の労働 は、言い表 しよ うのない作業

の充実感 をもたらすのである。 これ らの里山運動の中で共生が模索 されつつ ある野生動物

の存在 は、 自然環境の保全 を知 るバ ロメー ター とな る。彼等の棲息は環境 を知 るうえで大

きな意味 を持つ。

里 山の特徴の ひ とつ、野生動物 のイノシシにつ いては、す でに第一報(文 献1)、 お よ

び第二報(文 献2)に おいて報告 した。今 回の第三報では、里 山を代表す る猪名川流域 に

活動す る人々、な らびに特産物に焦点 を絞 り論述す ることに した。

野生動物 のイノシシは、年間 をとお して飼育 されてい る家畜 とは異な り、冬季の旬の食

材 を提供す る貴重な存在 で もある。特 に猪名 川流域 のイノシシは、全 国的に も知名度が高

い。料亭は競 って良質の猪名川流域の イノシシを求 める。 この地の里山の恵みはイノシシ

料理、ぼたん鍋 に代表され るが、その他 に も猪名川流域の特産物 ともいえる食材が伝承 さ

れている。

調査方法

題材に相応 しい地域 に出かけ、その地区の人々か ら情報 を聞 き取 り、現地写真 を撮影 し

て資料 を準備 した。写真 を図に変換す るに当たって研究員 自らが取捨選択 し、 トリミング

*大 手前大学社会文化学部
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里山の恵み

し、編集 した。プロの技術者ではないので未熟 な表現があ るのは止む を得 ない。 また、メ

デ ィア情報 も年間を通 じて収集 し、 自らの記事 と比較検討 した。必要な場合には再度現地

に出かけ指示 をうけ、内容 の確認 をした。

本論

環境基本計画

猪名川流域 は野生動物が成育す ることで知 られてお り、中で も野生 イノシシの棲息地 と

して特有の 自然環境が維持 されている。図1に 見 られ るように、小高い山々が幾重 も連 な

り、その谷間部分 には棚 田など農耕地が点在す る。 そ して里山の特性 を活か した特産物 を

生み出す 自然環境 にも恵まれている。 その基本 として緑 を維持 してゆ くこ とである。猪名

川町では環境基本計画 を制定 して、住民あげて緑の維持 に取 り組 もうとしている。元々大

阪湾 の沿岸地域 では環境創造 をめ ざしてセンターが設置されてお り、地域 的な取 り組み と

灘灘
・.

.。_.・ 潔 講礒

ほ ミ ま

耳眞 菱 肢 慮

き

図1-2里 山と棚田が調和する猪名川流域
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里山の恵み

して猪名 川町は 「町環境の保全 と創造に関す る条例Jを 施行(平 成12年10月)し た。 この

条令 には町民が、 自分達が住 む地域 の自然環境 を学習 し、町つ くりや景観の保全に積極的

に参加す るための具体 的な努 力 目標 を各節 で提示 されている。児童や生徒に対 して も環境

維持 の学習 をし里山の保全に参加 を促す狙 いがあ る。猪名川町独 自の この条例 は注 目に値

す る。

環境保全 に機能 する里 山シ ンポジウム

これは里 山の 「緑」 を維持 してゆ くための森林 中心の シンポジウム(平 成14年9月)で

あった(文 献3)。 日本の国土の特徴 として7割 は森林であ る、 しか し、農地部分 を含め

た地域 を包括 して考 えると、国土の4割 が里 山に相 当す る。 この里 山の景観 は穏や かな

「緑」 を提供 し、我々に とって 自然 に親 しむ最 良の地域であ る。里山は森林 資源 のみ なら

ず、人間を含む生物棲息の多様性 を存分 に生 か し、水資源の浄化や土壌保全、炭酸ガス吸

収 などの地球環境維持 とい う重要 な使命 をもつ。都市部 の環境 は、いわば この里山の恩恵

に よって救済 されてお り、山村 を過疎の まま放置す るわけにはゆかない。その意味 で 「国

民参加の森林づ くり」 シンポジウムが開催 されたこ とは意義深い。

イノシシ餌付 け禁止条例

最近、里山の環境 は大 き く変わった。 それは人里にイノシシが出 るようになったことで

あ る。原因のひ とつは、舗装道路が里山に もどん どん伸び、大切 な落葉樹林等が伐採 され

野生動物の餌 が乏 しくなったこ とである。 また、心無 い人々が林道沿いにゴ ミを不法投棄

し、野生動物の格好の餌 を与えることも原因である。 それ を辿 ってイノシシは人里の民家

にや って くる。 イノシシに とって も高速道路が敷かれたため生息地 であ る里 山が分 断され、

誤 って道路 を横断す る内に輪禍 に遭遇(平 成13年11月 、徳 島自動車道5頭 のイノシシが死

亡)し た りす る(文 献4)。 一 方、住民が イノシシ傷 害 を蒙 る事件(平 成14年11月 、京都

府嵯峨野地 区、文献5)が 関西地区で度々発生 している。神戸市 の市街地では頻繁二にイノ

シシが出没 して街 のゴ ミをあさるな ど住 民生活に被害が増加 して きた。市街地 の人nに 危

害 を加 える懸念 もある。観光客等が イノシシに餌 を与えるため、六 甲山麓 はイノシシの出

没が 多い。 そこで神戸市では、イ ノシシに餌 を与 えることを禁止す る条例 を作 った。本来、

イノシシは野生動物であるか ら、住民に頼 ることな く里山で充分生活で きる。市民 をは じ

め観光客 も含め、 ひ とは野生動物に干渉 しないことを認識す る必要があ る。

イノシシ被害の対策

里山の田畑で農業 を営む人々の悩みは、農作物に対す るイノシシの被害である。特に山

陰 ・中国地方の里山の農家に被害が多い。一夜に して収穫 前の水田稲作が食い荒 らされた
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里山の恵み

りす る。古 い家屋 を放棄 して廃屋 になって しまい、 イノシシの棲家になった例 もあ る。 ま

た、休耕 田に したため、 ススキが田畑に繁茂 し、 イノシシの隠れ場所 になった り、 クヌギ、

コナ ラ、 ドング リ等の灌木が茂 り、木の実 を付 けるため イノシシの格好の餌が増えた。 イ

ノシシは栗や ミカンも食べ るので、米作 のみな らず果実 にも被害が及ぶ ようになった。竹

の子 も餌 になるが 山林 を手入れ しないため、里山にまで竹林 が侵 食 し竹の子の増加 につ な

が ってい る。 これらが原因でイノシシの繁殖、成育 を助長 したよ うだ。 そこで里山の人々

はイノシシ対策 として回転灯 を設置 した り、ネ ッ トは破 られ効果がないので金網 の棚 を設

けた りす る。 しか し、 イノシシは1.2m位 まで飛び越 えるので、それ以上 の高 さが必要 と

なる。 また、 トタンの垣根 をめ ぐらした り、 ラジオの音声 を流 し続ける。木酢や猛獣の糞

をおいて臭気 を匂わ した りもす る。 こ うした中で今 日イノシシを撃退す るエー スは電気棚

(図2)を 設置 し低圧電流を流す こ とであ る。琵琶湖 の西北地域 の比良山の麓 では民家や

田畑 を守 るため、低 く電線 を張 って通電 してイ ノシシなど野生動物が近づ かない よう処 置

してある。電圧が低圧 とはいえ、雨降 りや水ぬれに際 しては人が触れ る と危険である。 し

たが って接近禁止 を徹底 しなければならない。

野生動物が棲む 自然環境 はどうあるべ きか、我々人間 と共生で きる方策 を探 らねば なら

ない。イノシシ、鹿、 それに熊 も含め野性動物 を保護管理す るための環境政策が急務 であ

ると考 える。

特産 品 大根 のべ ッタラ漬け

猪名川流域には、 あちこちに 自然繁殖 した クマザサが茂 る(図3)。 クマザサの繁 茂に
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図4猪 名川流域の珍味 ベッタラの潰け込み

は水分 と適度の 日照、気温が整 うこ とが必要なので、 ここ猪名 川流域 はクマザサの生育に

適 してい るのであろう。猪名川流域の多田地区では、冬 の到来 とともにクマザサが収穫 さ

れて旬の漬物つ くりに利用され る。 それは 「大根のべ ッタラ漬 け」である。大根 を千枚様

に うす く切 って、塩 による下漬け を施す。

千枚漬けは京都伏見の聖護院かぶ らが有名 である。塩 で下漬 けの後薄切 り千枚かぶ らを

昆布で挾んで順次重ね漬けす る。樽にいれて 自然発酵 させ るので甘酸 っぱい味 を生み出す。

猪名 川のべ ッタラ漬けは麹 を用 いることが特徴 である。下漬 け した千枚切 り大根は水分

を拭 い取 り、麹床 と交互に重ね漬けす る。麹、塩 および砂糖 をブレン ドして作 った麹床 を、

クマザサ の笹葉の上に敷いて下漬 け した千枚切 り大根 をな らべ、再 び麹床 を引 く。交互 に

重ねて、最後に再び クマザサの笹葉 を蓋代 わ りに載せ る(図4)。 重 し石 を置 いて数週 間

経過す ると、風味が備 わったべ ソタラ漬 けが出来上がる。漬け込むには気温が10℃ 以下 に

なる師走 の時期 が好 ましい。 クマザサは葉の木質部分 に含 まれ るポ リフェ ノー ル(文 献

6)か 有効成分 であろうと考 えちれるが、 それ以上 の情報 はない。 クマザサの葉は刈 り取

って放置 して もバ クテ リアが付 きに くく、腐敗 しに くい。 防腐作用 を有す るか らだろ うと
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図5猪 名川流域の名物 笹 おこわ

推定 される。 医学的な研究で、 クマザサの水浸液が蛙の摘 出心臓や ラ ッ トの摘出小腸 を刺

激 して興奮 させ る作用があ るとの報告(文 献7、8)が なされた。最近、民間の健康増進

商品 として、 クマザサ茶が 日本のあちこちで製造販売されている。

特産品一 笹 おこわ

猪名川町のエ コフェスタは、秋の収穫祭 を兼 ねて例年行 われる。名物の クマザサの笹葉

に包んだおこわが出店に並 ぶ(図5)。 もち米 を予め炊 いて、 これに山菜 を混ぜ味付 け し

て、 クマザサの笹葉 に包み蒸籠(せ いろ)に て蒸す。 さっぱ りとした独特 の味 と、 もち米

の食感が頼 もしい。

おこわは全 国各地 にあるが、 ここ猪名川町のお こわはクマザサの笹葉で包む ところに特

徴があ り、猪名川流域 に多 くの クマザサが生育 しているか らである。

古 くか らご飯 など携帯食 として持参 する際、腐 ちないようにクマザサの笹葉で包む風 習

があった。(図6、 文献9)

特産品一 糸寒天

冬季氷点下を下がる気温 と、昼間水分が蒸発する気温と乾燥の条件は、猪名川流域に見

られる気候の特徴である。寒天の主産地は寒冷、乾燥の気象条件を満たす長野県であり、
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図6ク マザサの利用 と効能(文 献9)

購 難灘 灘

騨難
灘 鋸 灘 灘 議 灘 鑓鎌灘1難

図1-1下 阿古谷(猪 名川流域)に おける寒天の乾燥

灘 蝶
図7-2猪 名川流域の特産晶 糸寒天

角寒天 としてスーパー などで販売されている。寒天の原料 は海草のテングサ であ るが、外

国産 も含め て他 の地域か ら購入 した寒天は、水洗 したのち釜 で炊 き、それ を絞 って不溶性

の カスを除 き、冷や して固め る。網付 きの筒に入れ、押 し出 しところてんの ように細い紐

状にす る。凍結 したのち昼 中 日干 しして水分 を蒸発す る。数 日間の繰 り返 しで糸寒天(図

7)が 出来上が るが、夜凍結す る氷点下の気温 と昼 中水分が蒸発す る気温 と乾燥がここ猪
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名川町にはあった。今 日では下阿古谷地区に糸寒天の製造場所が残 っている。 この糸寒天

は、猪名 川地区でのみ入手で きる。 ちなみに寒天 は食物繊維が 多 く生活習慣病の予防 に有

効 であ り、主に和菓子の食材 として使用 され る。

猪名川流域のぼたん鍋

猪名川流域にはぼたん鍋料理 を提供す る料亭等が多い。 シ リーズ三篇(文 献1、 文献2

および今 回)を 完結す るに当たって、それ らを記載(図8)し 、論文の締 め くくりとする。

猪名 川町では屏風岩近隣の岩屋館、六瀬の高原 ロッジ、能勢町では汐の湯温泉や錦亭、

池田市の不死王閣、周辺に拡大すれば篠 山市のぼたん亭、や まび こ荘、篭坊温泉、如月庵、

亀 岡市の湯の花温泉、 るり渓温泉、京都市の畑か く等が知 られている。
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むすび

里山の良好 な自然環境の保全 には地域の条例 、例 えば猪名 川町の環境基本計画条例 と密

接 に関連 している。例 えば、里山の機能 に関す るシンポジウムが開催 され、 そこに棲 息す

る野生動物のイ ノシシ、お よび森林の木材資源等について市民の啓発が計 られた。神戸市

にはユニー クな条例、市街地の イノシシ被害 をな くす ための 「イノシシ餌付 け禁止条例」

などがあ る。

一方、猪名川流域の伝統的な特産 品には、 クマザサ葉 を重ね漬 け した 「大根のべ ったら

漬け」、 クマザサの葉 で包んだ 「笹お こわ」、野生 イノシシの料理 「ぼたん鍋 」があ る。 こ

れ らの里 山におけ る伝統食の保全や野生動物の保護には、野生生物の適切 な管理 と、 それ

に対す る市民の深い理解 を基に生 まれて くる。
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